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Rll表 1 表法

SB 167

SB 176

SB 205

6間 × 2聞

9× 4

7× 2

N―S

N馬

N―S

1770(6の 1 585oO) 方60cm

70 (40)

100

29.5・ 29.3

29.5・ 30.0

29.0

2652(90)11200(40)

I

1

SB 170

SB 200

SB 212

5× 4

7× 4

7× 2

W―E

WE

W‐

1485 (50)

1900 (63)

1900 (63)

1246o2)

1080(36)

600(20)

100(100)

130(130)

80

SB l12

SB 131

SB 143

SB 145

SB 177 A

SB 186-A

SB 194-A

SB 201

SB 206

SB 209

SB 213

SB l13

SB 166

SB 177-B

SB 186-B

SB 194-B

7× 2

5× 2

13× 2

5× 2

7× 3

7× 4

7× 2

7× 5

7× 2

7× 2

7× 2

6× 2

5× 2

7× 2

7× 2

7× 2

WE

W―E

W‐

Vヽ―E

N一S

W―E

WE

W―E

N―S

N―S

W―E

2079 (70)

1485 (50)

3939(130)

1485 (50)

2079cの

2079σの

2079 σO)

2079 (70)

2079gの

2079σの

2079 (70)

891$0)1 297(1の 100(80)1 29.7

1188(40) 1  297(10) 120(120) 1    29,7

1:::届

;|(警警薄|

100(100) 1    29,7

SB l16

SB 135

SB 146

SB 182

SB 191

SB 211

5x3

3xl

5× 2

5× 3

5× 2

5× 4

N一S

W‐

N―S

N―S

N―S

W‐

1360 (45)

788

1115(37.5)

1115(37.の

1188 (40)

1188 (40)

821 G7)

351

446 (15)

772 (26)

1158 (39)

1158 (39)

337(■)1 80$0) 30.2・ 30.6

29.7

29.7

29.7

29.7

337 (11) 1  60 (50)

356(11.5)1100(50)

裁831髄 ⑩

SB 236

SB 246

4× 2

5× 2

N―S

N―S

1128 (38) 1 534 (18) 29.7

29.71188(40)1446(15)

1桁
行Cm(尺)|

尺 ) 1廂
Cm(尺)1柱穴∽ )Cm/尺

「尺」は造営尺で,完数を用いたものと仮定した。

同一建物で桁行・梁行で多少差のあるものもある。

SB 2■ は北廂の梁間が南廂より広い

梁行Cm

どク0



別表 2

」uglandaceae
クル ミ科

″

Betufaceaeヵ バノキ科

Fagaceae

〃

//

Nyraphacaceae
とツジグ,科

Amygdalaceac
ナクラお「

//

″

″

″

″

//

Legminosae マメ科

Euphorbiaceae
タカトウダイ科

Hippocastaceae
トチノキ科

Theaceae  ツバキお|

Oenotheraceae
アカバナ科

Ebenaceae  ヵキ科

Cucurbitaceae
ウリ不斗

//

″

″

Cupressaceae

Pinaceae

ヒノキ科

マツ科

ブナ科Fagaceae

″

CercidiphyHaceae
カツラ科

Amygdalaceae
サ クラ科

QuerCus sp.

Sh工a sp.

ZUCCARINI

Prumus sp.

分布・ 原 産 地

本州 (中部地方)

樺太・北海道。本州・
四国。九州

邦内(栽培植物)

″

″

原産中国(栽 培植物)

北海道。本州・九州

北海道(西 南部)。 本
少H・ 四国。九州

本州 (関東以西)。 四
国・九州・台湾・中国

本州・四国・九州

原産亜州温熱帯

原産(日 本⊃栽培植

原産(満 州)栽培植

産 (日 本 ?)栽培植

産 (日 本 P)野生種 ?

産 (日 本 ?)栽 培植

原産(熱河)栽培植

原産(蒙古)栽培植

本州・四国。九州・

原産(中 国)栽培植

北 海 道 。本 州

九州・台湾 栽培植

北海道。本州。四国。

九州・朝鮮・満州・中国

本州・四国。九州
栽培植物

原産(熱帯)栽培植

″

原産 (印度)栽培植

栽 培 植 物

本州・四国 。九州

北海道(西南部)。 本
州‖・四国・九州

本州 。四国 。九州

落楽潤葉喬木

″

″

″

″

//

落薬潤葉灌木

落葉潤葉喬木

常緑潤葉喬木

多 年 生 水 草

藩葉iFS葉 喬木

″

″

//

//

″

″

落葉潤葉籐本

落薬濶葉喬木

常緑潤葉灌木

一 年 生 水 車

落栗潤葉喬木

一 年 生 草 木

″

//

″

常緑針葉喬木

″

″

常緑潤葉喬木

″

落葉濶薬喬木

//

S K 219出 上 自 然 遺 物 分 類 表

種 名 (学 名 。和 名) 性

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

Juglans Anardiana DoDE
var.shinanoana KoIDZUMI ナガ グル ミ

」uglans mandschurica �IAXIMOヽVICZ
var.acuta KITAMURA   ォ ニ グル ミ

Juglans mandschurica h/1AXIMOwICZ var.
acutissima KoIDZUMIハ リサ キオ タ フクグル ミ

Juglans mandschurica hIAXIh/10ヽ AたICz var.
avellana KoIDZUMI ミゾナ シオ タ フ クグフレミ

」uglans mandschurica h/1AXIMOヽ VICZ
var.cordiformis KITAMURA ヒメ グフレミ

Juglans regia LINNAEUS  var.orientals
(DoDE)KITAMURA  テ ウテ グル ミ

Corylus helerophyHa FIscHER
var.Japonlca KoIDZUMI   ハ シバ ミ

Castanea crenata SIEBOLD et ZUCcARINI
ク リ

Cyclobalanopsis girba OERSTED イ テ■ ガ シ

QuerCus myrsinaefOlia BLUME   シ ラカ シ

Nelumbo nucifera GAERTN      ハス

Prumus Ansu KoMAROV ア ン ズ

Prumus �Fandshurica KocHNEマ ンシウアンズ

PrWttusと
糀 狩

ST°KES va4 an砦
夢 ィモモ

Prumus Perisca SToKES var. とメコダイモモ

Prumus salicina LINDLEYス モモ

Prumus sp. ネ ッヵアンズ

Prumus siberica LINNAEUS モウ コアンズ

Kraunhia noribunda TAUBERT
var typica MAKINO    フデ

Aleurites cOrdata STEUD アブ ラギ リ

Aesculus turbinata BLUME トチ ノキ

Thea sinensis LINNAEUS   チ ャ

Trapa natans LINNAEUS
var.bispinOsa MAKINO   ヒシ

DiOspyrOs Kaki LINNAEUS   カキ

Cucumis A/1elo LxNNAEUS var ConomOn

cu!キ 4甘告:ξI龍た黙誼推将浮嗣 ittaリ

h/1AKINO    マクフウ リ

Cucumis satirus LINNAEUS   キウリ

Cucumis sp ウリ属

Chamaecyparis Obtusa ENDLICHER ヒノキ

Pinus densinOra SIEBOLD et ZUCcARINI
アカマ ツ

Abies irma SIEBOLD et ZUCcARINI モ ミ

″

//

//

″

//

″

呆

種

呆 実

種

″

″

″

//

枝

″

″

″

″

//

//

19

0

19

3

20

3

4

1

2

1

11

8

0

0

0

19

4

66

2

0

0

0

0

0

0

0

Cercidiphyllun■ japonicum SIEBOLD et

カシ属

シイ属

カ ツ ラ

サ ク ラ属

本州・ 四国・九少N

′2Z



別表 3

(T―単弁 F―複弁

HK fFl行唐車文

6127

6131-A

6133-A

6133-B

6133C

6133-D

6133-F

6133-G

6133-H

{抄
/

∞ Ⅲ病 →て|.

軒 丸 。軒 平 瓦 分 類

S―珠文 K―圏線。界線 LV―線鋸歯文

単位 Cm)

直
　
　
径

13 5

瓦

1+8

1+5

1+6

1+6

内     区

壽1華 1奎 1弁 1弁

11 0

表

RV凸鋸歯文 」―重圏文 U―飛雲文 KK―均整唐車文

当

区
広 車』

玉
　

縁
　
長

全
　
　
　
長

Ｋ
を
Ｗ

個 体 数

Ｉ
・
Ｊ
地
区

Ａ
ｉ
Ｃ
地
区

‐・７

廟

９．３

‐

‐

‐

・８



計

Ｉ
・
Ｊ
地
区

Ａ
ｉ
Ｃ
地
区

Ｋ
ｔ
Ｗ
地
区

6282-B

6282-D

6282-E

6282-F

1+6 8613 1

1+6 6412

1+6 7612 1 1 LV

1+6 9213 14 LV

6284-A

6284-B

6291-A

6301-C

た56

15 3

16.2

160

1+6 8313

ヽ
　　　
　　
ヽ
　
　
　
　
　
出

１
　
　
　
　
　
１
　
　

　

　

　

＋

8212

8712 1. 1.

1+6 1

二十6 1. 1.

1+6 1 S24

S16?

S26

1 LV

6307

6311-A

1+6 92 2 1. 1 LV 1

:|

1

1

1+6 1 1 1

6311-C

6313-B

6316-A

6320

1+6 2 1 1

1

1+7 1

1 1

1諾 1住 ;引 (罫 (1:釧
1004

1+8

)は種類不明を加えたもの

ど2,



４

０

４

′́ψ

鶴

‐

‐

‐

５
‐

‐

、

‐

３

‐

‐

‐

‐

♂

０
．　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
■

駄
‐
―

―

―

引

ャ

‐

１

６
‐

‐

‐

‐

９
／

１
　
　
　
　
　
　
　
ｎ
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
ｌ

７

　

Ю

ｔ

ｌ

２

　

　

　

　

　

　

　

‐６

　

　

　

　

　

１

　

　

　

　

　

３

1

4

個 体 数

。
Ｊ
地
区

0

1

Ａ
を
Ｃ
地
区

0

0

ぞ

Ｗ
地
区

1

3

の
深
さ

脇
区
文
様

脇

　

幅

LV‐20

LV

K

K

下
外
区
厚

1

1

1

1

上
外
区
文
様

1,7

上
外
区
厚

内
区
文
様

内

区

厚

KK1 14

KK1 18

KK1 15

14

下

弦

幅

弧
　
　
深

上

弦

幅

多

3

5



06

7 1、

19

109

19

13

236

06(30の

19,3

(23の

個 体 数

S:)|`!:ぅ |(24)132(15の  992

計

Ｉ
・
Ｊ
地
区

３７
　
０

―

ノ
ー

ノ

４
　

　

　

　

　

　

　

３

　

　

　

　

　

　

３

Ａ
を
Ｃ
地

0

0

0

5

0

0

0

1

3

Ｋ
を

Ｗ
地

1

7

3

7

様
の
深

脇
区
文
様

脇

　

幅

Fβσ

29 2

区

下
外
区
厚

上
外
区
文

上
外
区
厚

16

( )は 種類不明を加えたもの

内
区
文
様

KK

KK

内

区

厚

6

ぞ
1厚

26 8

280

30 5

265

28 9

26 8

弧
　
　
深

6

上

弦

幅

番型 式

6721-D



男J表  4 平城宮主要殿舎の文献記載度数表

造
宮
卿

内
安
殿

大
安
殿

内

裏

西
　
宮

東

宮

中
官
院

中

官

朝

堂

大
極
殿

平城遷都

首皇子立太子建武)

催造司任命

知造難波宮事の任命

基王誕生

光明立后

官人に難波京宅地を班給

疫磨流行

阿倍内親王立太子倖謙)

恭仁京遷者[

平城点選都

|

7E
明

|

万

正

聖
　
武
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
仰

あ
　
　
　
・―
蓼

謙

３

４

５

６

７

１

２

１

２

３

４

５

６

７

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

６

７

８

９

・０

・１

・２

釦
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

　

　

老
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
　
　
　
　
　
　
　
　
平

和
　
　
　
　
　
　
　
　
霊

　

　

養
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
　
　
　
　
　
　
　
　
天

・７

・８

・９

郷

１

２

３

４

５

宝
宝疎

誹
天
天

大仏開限

00

00

●
0●

０

●

０

　

０

０

０

00

●

0

0●

0010●

0100

00100

00100



天平宝字

天平神護

神護景雲

一
ｏ

　

●

０

０

　

〇

一

孝
謙
―
―
―
仕
―
卜
下
―
―
ト
ー
淳
　
任
―
―
―
―
一―
―
―
称
　
徳
―
―
―
―
―
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
　
仁
　
　
　
　
　
　
　
一―
―
桓
　
武

６

７

８

１

２

３

４

５

６

７

８

１

２

１

２

３

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

１

１

２

３

亀

応
　
暦

天
　
延

聖武太上崩御

涙鶴霜戸荼琶旅査格菱
立太乱仲麻呂紫

阿弥陀浄土院の造営はじまる

仲麻呂太師となる,光朔皇太后崩御
小治田官移御

保良宮移御

平城遷幸

仲麻呂の変

中壬生門

由義宮遷幸
称徳天皇崩御

楊梅宮成る

長岡京遷都

凡例 1・ 資料は続日本紀 。万葉集による。

2.olツ はそれぞれの殿舎が記録に 1回あらわれたことを示す。

石
川
朝
臣
名
人

高
既
朝
臣
福
信

●

０

●

０

０

０

０

00●

0

0

０

　

●

　

０0

0●

0

0

●

0

0

0

0● 0

●0

０
０
０
”

０

　

●

　

０

大
極
殿

朝
　
堂

中

宮

中
官
院

東

宮

内
　
一異

大
安
殿

東
　
院

東

　
内

西
　
宮

宮子太皇太夫人崩御

//



房ll表  も 平 DRi官 殿 合 つ 主 な 利 用 事 例 一 覧 表

即  1位 大 嘗 会 オロ報質
節   H   裂    宴

死 目 正月七「ロ 置月十六日 正月
―
十七日 一月三

1日
五月五 日 七月t目 冬 至

３

一　

４

・　

５

　

８

　

７

鈍和

霊  鍵 1

2-

養  老 1

2

3

4

5

61

7

紳  亀 -1

2

13

4

S

守

，

９

４

５

む

７

８

９

‐０

・１

・２

４
・
望

１５

・６

・７
１

・９

節

天

●

'

鶏
催
催

「 太極殿」

靱
肺
●2

大極殴

磨醐

・

負 d団副殿廷

'綸

・ 8
1靱

●B
大極殿

大蘊殿

翻

⑭
曲
爾

韓

陛

申宮

睡
罐
醒
　
　
・睡

繭
鱚

中宮

地
磁

一軽
一
岬
櫨

鯉

・飴

申 門

申 宮

一鰹

鶴窒

南 聞

中 宮

言 殿

於 林

大極殿南門

鯵

軽鰈
朧

Ⅲエイ賜穆ゆ

ミ労 ′ハ ウ

⑭

南 売

藷
―
苑

犠籐

11・ 10

議

魏
　互勅

●le

内裏



棗軽峯1

天平神護 1

2

神護景雲 1

2

3

宝  亀 1

2

3

4

5

6

7

3

9

10

11

天  応 1

延  暦 1

2

3

(淳仁廃帝・
称徳重め

・ 15

極殿 (

1・ 21

太政官院

閤関前嵯
。25朝堂

11・ 13

太政官院

正月十六日

廃 (i,I岳彗計)

大安殿

大極殿

大極殿

〔廃〕新宮

嘩慈〕宮

大極殿

西宮前殿
(南)

大極殿

大極殿
。3

西宮前殿

大極殿

大極殿

大極殿

・6

内庭 *

罐綴⊃

磁勤
(○)(努冬)

内裏

朝堂

朝堂

大安殿

(覇
梅塁

賜動

「右大臣第」
(永 手)

(覇 蟹

聯妙

・庭 (覇 望

健巖卦

重閣E

(間)

隣凱皇太

大極殿

1・ 3

大極殿

廃

(覇 霊

凡 例 1.*は万葉集にみえるもので,以外の大半は続日本紀による。

2.欄 中の算用数字は月 。日 (例 えば元日朝賀で 1・ 2と あるものは正月 2日 に朝賀の行われたことを示す)。

3.〔廃〕は大極殿が存在しなかったための廃朝を指す①

4.○ は節宴の行われたことだけがみえ,その場所が明示されていないもの。

5。 「 」内のものは平城宮外のものを指す。

(瓢 壁
爆鋸筈

其
)

朝 堂

渉醐胸

「西大寺
法院」

「博多川」

「敬井御
井」

内嶋院

内裏

〇(曲 水宴)

(停止)

ど2つ


